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担当名:担当名:経営革新支援担当

中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律 07　　　世界水準の中小企業

030101　がんばる中小企業の支援

予算額

決定額 15,71815,718

前年額 15,36915,369

440440

446446

15,27815,278

14,92314,923

349349

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

諸収入
一般財源

番号

中小企業イノベーション支援事業

１　事業概要

　厳しい経済状況が続くなか、産業活力の創出及び雇用

拡大を進めることが必要であり、新しい分野に果敢にチ

ャレンジしていく中小企業を支援することが急務である

。

　そこで、経営革新の支援を通して、中小企業者の創意

ある発展と経営基盤の強化を図ることにより、中小企業

のイノベーションを支援する各種事業を実施する。

（１） 中小企業経営革新推進事業    15,089千円

（３） 埼玉県創造的異業種交流会負担金 240千円

２　事業主体及び負担区分

(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×5.6人＝53,200千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　中小企業経営革新推進事業
　　　　中小企業の経営力向上を図るため、経営や技術を向上させる取り組みに意欲的な県内中小企業の掘り起こしから
　　　「経営革新計画」承認及び承認取得後のフォローアップまで一貫した支援を行う。
　　イ　経営革新セミナー事業
　　　　県内中小企業を対象に経営革新をテーマとしたセミナーを開催し、新たな事業活動に対する関心と意欲を高め、
　　　積極的経営の一助とする。
　　ウ　埼玉県創造的異業種交流会負担金
　　　　本県唯一の横断的異業種交流会である埼玉県創造的異業種交流会の活動を支援するため、負担金を支出する。

（２）事業計画
　　ア　中小企業経営革新推進事業
　　　・経営者が経営や技術を向上させる意欲的な取組を自らの言葉で「チャレンジ経営宣言」を行い、意欲が高い企業
　　　　として県が登録。
　　　・チャレンジ経営宣言を行った企業を始め、意欲が高い企業に専門家派遣や県職員等による支援を行い、経営革新

　　　・経営革新計画承認取得後は、専門家派遣等により計画内容の着実な実行を支援。
　　　　計画策定、承認取得を支援。

　　イ　経営革新セミナー事業
　　　・中小企業の経営革新に精通した講師による講演会、経営革新の成功事例発表等を行うセミナーを年2回開催。
　　ウ　埼玉県創造的異業種交流会負担金
　　　・県内10異業種グループが参加する横断的異業種交流会を開催。（事務局：埼玉県中小企業団体中央会）

（３）事業効果
　　　経営革新を積極的に進める活力ある企業が増加し、本県経済の発展が図られるとともに、雇用の創出に貢献するこ
　　とができる。

(単位：千円)

（２） 経営革新セミナー事業　         389千円

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　県職員による普及啓発活動を実施（年70回程度）、県内中小企業支援機関との連携会議（年2回程度×8地区）など

分野施策


